
Copyright (C) CHUBU Electric Power Co., Inc. 

平成 21 年 7 月 17 日 

 

当社は、平成２１年５月１８日、４号機用のＭＯＸ燃料２８体を浜岡原子力発電所に受け入れました。 

（平成２１年５月１８日、平成２１年５月２７日公表済み） 

 
これまで当該燃料２８体に対する受取検査※１の準備を進めてきましたが、準備が整ったことから、本

日、同検査のための作業を開始しました。今後、８月中旬まで、輸送容器毎、計３回に分けて検査して
いきます。 

なお、検査スケジュール後段で、国による輸入燃料体検査※２のうちの外観検査を受検する予定で
す。 

 

１．受取検査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
２．受取検査および輸入燃料体検査のスケジュール 

 
７月 ８月 

中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 

受取検査のための作業 
（輸送容器の移動およ
び開放作業） 

     

受取検査 
輸入燃料体検査 

     

 
※１ 受取検査は、当社が、社内の調達ルールに基づき、輸送に伴いＭＯＸ燃料に変形等がないこと

を外観検査等により確認します。 

※２ 輸入燃料体検査は、電気事業法第５１条第３項に基づく検査であり、国により、当社の品質保証
活動等に対する書類審査、燃料の外観検査等が行われます。 
なお、外観検査では、当社の受取検査時のＭＯＸ燃料の映像を用いて、全てのＭＯＸ燃料につい
て検査が行われます。 

以 上 

浜岡原子力発電所４号機 ＭＯＸ燃料受取検査の実施について 

受取検査のための作業として、ＭＯＸ燃料が収納されている輸送容器を、保管中のキャスク置
場から検査場所である４号機の原子炉建屋４階（管理区域内）へ移動し、容器を開放します。 

その後、受取検査として、輸送容器からＭＯＸ燃料を取り出して、専用の燃料検査装置にＭＯ
Ｘ燃料を載せ、遠隔操作により検査用カメラを上下に移動して、ＭＯＸ燃料表面の目視検査を行
い、損傷や変形がないことを確認します。 

なお、検査が終了したＭＯＸ燃料は、同階にある燃料プールにて保管します。 
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原子炉建屋 

４階床面 

ＭＯＸ燃料は、ウラン燃料と比較

して放射線量が若干高いため、

ＭＯＸ燃料を床下空間に移動し、

検査用カメラで撮影された映像を

他の場所に設置したモニターに

映し出します。 

写真は、模擬燃料

を用いた検査の様

子です。 

検査用 

カメラ 

ＭＯＸ 

燃料体 

輸入燃料体検査（外観検査） 

：遮へい板 

http://www.chuden.co.jp/corpo/publicity/press/ac_press/1207544_1034.html
http://www.chuden.co.jp/corpo/publicity/press/ac_press/1208302_1034.html

